京都大学人文科学研究所所蔵『天地瑞祥志』第十六翻刻・校注──「月令」（二） by 深澤 瞳





















一の翻刻・校注が『藤女子大学国文学雑誌』九三号（二〇一五年）及び九四号（二〇一六年）に、佐野誠子氏 佐々木聡 によって第十四の翻刻・校注が『名古屋大學中國語學文學論集』第二九輯（二〇一五年）等に発表されている。本稿はこれらに続く研究会の成果報告である。なお、 『天地瑞祥志』に関しては、前掲『藤女子大学国文学雑誌』九三号に収録 ている水口幹記氏による「序」を参照されたい。
さて、 『天地瑞祥志』第十六には、 「月令」 「五行」 「木」 「火」
















経閣文庫所蔵『天地瑞祥志』 （以下「尊経閣本」と略す）と異なる際に 、①の本文の右旁に［一］ ［二］……と付し、文末に書き入れや校異を記した。但し、僅かでも字体が異なる文字をすべて挙げることは繁雑の難があるため、鈔本 頻見す 異体字の類で、一見して同義 文字で と判断可能な文字は、これを略して載せていない。 （尊経閣本との校合は、尊経閣において当該書を実見し、紙焼きを購入 て『天地瑞祥志』研究会代表の水口幹記が行った。 ）
校訂一、①に示した原文を適宜正字に改め、句読点などの記号を付
























































伐大樹巡行縣邑命農勉作無休于都毆獸無害五鼓無大田獵也靡草死麦秋至断薄刑决小罪 軽繫〈蔡王経曰百穀各以其生為春成熟為秋故 以夏為秋 鄭云靡草
亭歴之属之也〉是月天子飲酎用























































































































































































































行春令、則五眦晚熟。 〈卯之氣乘也。生日長、之也。 〉 。百螣
時起、其國乃飢。 〈螣蝗之属 言百者明衆類並爲害也。 〉 。
行秋令、則草木零〈酉之氣乘也。八月宿直昴畢。爲天獄。主








無し。 〈掩は猶ほ徳のごときなり。躁は動 今の月（令）は「静かならんと欲す」 、之なり。 〉 。聲色を止め、進むること或ることなき 〈聲は樂なり。進は御見 謂うなり。 〉 。以て高明すべし、以て遠望すべし、以 山陵に升るべし、以て臺榭に處るべし。 〈陽



































門閭毋閉、關市毋索、 〈順陽敷縦、不難物。 〉 。挺重囚、益
其食。 〈挺猶寛也。 〉 游牝別羣、 〈孕妊之欲止也。 〉 。











也。聲謂楽也。易及楽春秋説、夏至 主與羣臣、従八能 士、作楽五日。今止之 非其道也。 〉











之。凝爲雹。 〉 。道路不通、 暴兵来至。 〈盗賊攻劫、 亦雹之類。 〉 。
・行春令、則五穀晩熟、 〈卯之氣乘之也。生日長。 〉 。百螣時起、




獄。主殺。 〉 。果實早成、 〈生日短。 〉 。民殃於疫。 〈大陵之氣来爲害也 〉07①




















































有らざるが爲、之なり。 〉 。以て土功を興すべからず 以て諸侯を合はすべからず。以て兵を起こし衆を動かすべからざるなり。〈土將に事を用いんとす。静かなるを欲する、之なり。 〉 。大事を舉げて、以て養氣を搖すこと無かれ。令を發して待ち、以て神農の事を妨ること無 れ。 〈土神稱して、神農と曰ふ。 〉
季夏に春令を行はば、則ち穀実鮮やかに落ち、国風欬多し。




あるなり。 〉 。禾稼熟さず。 〈水に傷つくるなり。 〉 。乃ち女災多し。 〈含任の類、敗るるなり。 〉 。
冬令を行はば、則ち風寒時ならず。 〈丑の氣乘ぐものなり。 〉 。
鷹隼蚤
はや
く只す。 〈疾厲の氣を得たり。 〉 。四鄙保に入る。 〈鳥雀の




























也。 〉 。乃多女災 〈含任之類敗也。 〉
・行冬令、則風寒不時、 〈丑之氣乘之也。 〉 。鷹隼蚤鷙、 〈得疾厲
之氣也。 〉 、四鄙入保〈象鳥雀 走竄也。都邑之城曰保。 〉

――以上「六月」まで。以降は別稿に続きます。
